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大黒屋光太夫将来図3図 の文化史的研究
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ここでいう大黒屋光太夫将来図3図 とは,① 「魯齊亜圖」,② 「亜細亜亜墨利加対峙圖 」,③「魯齊
亜國都城圖」 という名で伝存する地図である。(厳密には将来図とはこれらの原図を指すが,こ こで
はゆるやかに言ってお く)。これら3図 はやや異な りをみせなが ら各地に伝え られ,② ③は 『北磋聞
賭』 附図中に含 まれ,周 知の地図である。本稿 は,こ れ ら光 太夫(さ らには ラクスマ ン)に よって も
たらされた沮 地図類のうち,い まだに性格が不明瞭である上記3図 につ き,その成立と原図の問題
伝存,影響について調査 ・研究を行ない,文化史的な一定の評価 に至 らんとするものである。
それぞれの図には固有の問題があるから,それぞれの トピックを重心にすえて各図を論 じてゆきた
い。以下,伝 わる写図の少ない順すなわち③②①の順で論ずる。③は従来論 じられることが少なかっ
たゆえ,や や詳 しく述べ るこ とに したい。
1「魯齊亜國都城圖」
本図は 『北嵯闇路』附図のひとつであることは上述 した。国立公文書館内閣文庫に蔵 される(重要
文化財。 この 図をPと する。)内容 はサ ング ト・ペテルブル クの平面図である。 『北嵯 聞略』の附図 と












に,緑 ・黄 ・赤 ・桃色 ・水 色をいずれ も淡 くほ どこ した もの で,上 品な仕上が り。むろん白ぬ きの部
分 もある。 (色分けの意味は後述する)。森林部分の緑色には樹木をかたどった印判を連続 して捺 し
て, これを示す。図郭内右下の空欄は白地の ままだが,こ こに右から 「浅草文庫」「内閣文庫」「日本
政府圖書」の蔵書印(いずれも朱印)が捺 されている。やや虫損があるものの,保存は良好である。




P図はいわゆる訳図であ る。原図の問題 は後 に考えるが,P図 は平面図の写 しに,色 をほ どこ し,
その要所要所に時には片仮名 と漢字によって地名を示 し,時には文字による記号によって地名等を示
すという方式 をとっている。地図中の他の記 号 としては,コ ンパス ローズ と,川 の流れ を示す矢印,
さらに森林を示す樹形印がある。森は緑 海 ・河川 ・湖沼は水色に塗られる。街路 ・道路は白地 お
そらく空地も白地,市街地は赤 ・枕色 ・黄および白地のままと採色される。この配色の意味は,凡例





記号 は片仮名 による イロハ,漢 数字,十 干の3種 。 まず右欄 はイか らア まで である。総 数36項目。 以
下, 引用にあたり,記号の後の小字説明文 も,小字説明文中のさらなる双行細字も同 じ大きさとし,
後者は丸かっこにつつんで示す こ とにす る。 「]は 虫損に よる欠字の補 い。合字 はその まま。
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ヲ キニヤジユスポーフ弟宅」(第2段)
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フ ガ ラ フ ウ ヲロ ンツ ヲフ第宅'
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ア ベ イ トロ尽ル ヲイ之銅像」(第6段)、
左欄 は次の通 りであ る。総数36項。
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二 鳥獣魚類ノ店
三 獣 ヲ屠殺スル処 屠殺ノ償銅銭十二箇
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十七 ウエリコイキニア ジパー ウラ ドウレツ 太子ノ城
十八 ワシレイス コイヲス トロバ
十九 カメンノイ ヲス トロバ」(第5段)
甲 ヘル ヲイ リ子 イ 第一街




戌 ビャトイ ・リ子 イ 嬉五街
己 セス トイ ・リ子イ 第六街」(第6段)
このように見て くると,主 に,イ ～スと一～四の記号はP図 で大 ネヴァ河 を境 と してその下方に付
され、十干は大ネヴァ河の上方に付 されること,かつ又図の右から左へ と付 されていることがわか






さて彩色 されたP図 の うち,市 街地にほどこされた赤 ・桃色 ・黄の3色 は何 を表示するのであろ う
か。P図図郭内右下の空白の枠の中には,本来凡例等が記されてあった場所にちがいないのだが,上
述のごとくP図では空白であり,ここに蔵書印が捺されているにすぎない。『北磋聞略』の他の附図
でも同様であるが 故意に原図を髪髭とさせる情報は写 しとられないのである。 したがってP図以外
の資料の出現をまたなければならない。(むろんP1で も該所は空 白)。
その資料 として,筆者は問五郎兵衛旧蔵 「魯西亜新都ペテルブルグ之圖」(以下Hと略称)をあげ
たい。両図の関連性 は今 日迄 指摘 されることがなかったが,お そ らくP図 とH図 の原図は同一である




この図は貴重な資料 ゆえ,書 誌 について述べる。H図 は現在,大 阪歴史博物館所蔵。手描 き図。本
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来一枚 もの だが6枚 切 りに したもの を裏張 りして1舗 。 よって切れ 目にはす きまあ り。料紙の大きさ
は縦50×横5&5cm前後 。図郭は子持 ち枠で.そ の内側は縦458x横53.6cm前後。黒の線描 に,緑 ・
黄 ・朱 ・青 ・白色 にて採色 し,さ らに白地 も利用する。右下図郭外に く羽間文庫〉の朱印あ り。やや
虫損あ り。ただ しタイ トル ・凡例 ・地名等 に欧文 を保持する。おそ らく透写に よるか。(これ らはつ
いては後述す る)。6枚 折 りに した裏面 には,中 央 に次の ような直書 きの題 を有 する。〈魯西亜〉の
く西〉字 を用いていることに注意。
魯西亜新都ペテルブルグ之圖
その右上隅にラベル2つ と,そ の左 下隅には 〈羽聞文庫〉の朱印あ り。H図 は秩 を有する。青地の紙
の題箋を有 し,さらに帳の右半面には直に朱と墨の書きつけが存する。朱文は右側,墨文は中央。帳





其れに付 したる一…葉か」因云羽間文庫ハ 「魯西亜國地圖課例 問重富謹識」」所藏」外題ハ高橋作
左衛門景保の字体に似たり又一考
上文中,第1行 の'〈桑名〉の2字 を鉛筆 で消 した上で,鉛 筆 で 〈堅田〉 と訂正す る。次に墨文は以下
の2行 。
(ママ》
適中々々 遠 海異聞九冊 大槻玄沢著」序 言附言二十二枚表裏;詳ナリ
.以 上,秩の題箋および2種の書き込みは後代の ものと考えられるがHは おそらく幕府要路に残存 し
ていたロシア製鋼版図の写 しであろうという推定には役立つ。
P図とざっ と比較する時,地 図上の形はほぼ同 じとみてよい。 さらに採色は,桃 色をのぞき,P図
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の赤,黄,緑,青 がそれぞ れII図の赤,黄,緑 青 にほぼ一致す る。P図 の桃色 はH図 では白色 に
対応す るであろ うか。 コ ンパ スローズ,川 の流れ を示 す矢印 もほぼ一致す る。
H図中にはラテン文字による記号が付されているが,若 干の和文 も付 される。 しか しなによりも
ラテン文字 に よる タイ トル,同 じくフィンラ ン ド湾名の標示,さ らに凡例申の ロシア文字 による説明
とその脇に付 された和文は注目に値する。
5)N図のタイ トルと凡例等




第3行 中央部分 〈一TDEE一〉は貼 り紙されている。さらに第5行 下には縦に2行で次のような和文 を
有する。
ペテルボル新緯圏 」子メツコエノ文字
〈子 メツ コエ〉 はロシア語で 〈ドイツの〉の意。 ここで はロシア文字 に対 してラテ ン文字 を指す と解
される。〈ペテルボル〉が フランス語風な読みであるこ とに注意。上の欧文はフランス語で次の よう
に読む ことがで きようか。分 かち書 きとする。
NOUVEAUPLANOR肥N-/TEDELAVILLE,DELAFOR-/ETETDE[S】FAUXB[0}UR一ノ





この標示は次の ようなフラ ンス語 と して読み うる。
PARTjE/DU/GOLFEDEFINLANI)E『フィ ンラン ド湾の一部]
「、
さて,右下図郭隅の長方形白地部分には凡例 とおぼ しき表が存在する。記号が7つ(う ち2つ を赤
で塗る)と,そ れに対するロシア文字 による表示,さ らに和文である。ロシア文字の表示が第3の 記
号には欠けて付 されていない。 ロシア文字はイタリック体を写 したとみ られるが 写 し手にロシア文
字の知識がなかったためか,字 形と綴 りがきわめて混乱 している。今,確実と思われる語頭部分をロ
シア文字で示 し,他 は く…〉で示 して,凡例の表を引用すれば次の通 りである。記号の うち赤で塗ら
れたものは黒 く塗 りつぶ して示す。
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塗られているのに対 し,第2の教会の記号は白ではな く黄色で塗 られるべ きである。赤は石造を,黄
は木造を示すとみ られる。教会の記号 に続 く下3つ の矩形の うち,第11は白ぬ きであるがH図 では
白で塗 るべ きところか。第2は 赤 ゆえ,第3は 黄色で塗 るべ きである。第6の 記号 は このままで よい。
これ らの記号の左側中央の記号は白ぬきであるがH図 ではおそらく緑に塗るべ きと考えうる。
次に ロシア文 だが,第1の 赤い教会 の記号 には 〈KaMeHH』田 町ePK闘[石造 りの教会]〉,第2の ぞ
れには く八epeB朋H棚鵬PKBH[木造 の教会]〉が推定 で きる。これ らは写 しと られ ている文字の形か
ら複数形と考えられる。第3の 矩形の記号の後には何が書かれていたか不明だが 後述の点から推定
すれば 石造建物増築のための用地である由が記されていたであろう。第4の 赤の矩形の記号には
〈KaMcHHoecTpoeHic[石造 りの 建 物]〉,第5の 白の 矩 形 の 記号 に は く丑epeBHHHoecTpoeHle[木造 の
建物]〉.さらに第6の 記号 には 〈rIepcy∬OKb[小路]〉の文字が続 くと推定 され る。第7の 矩 形 には
何が続いたかは不明である。なお,以上は何ゆえか単数形で与えられているように,文字からは判断
される。
各々には付 された和文はこれら推定 されるロシア語から,まず第1に 〈瓦〉とあるのは く石〉であ
「9
り,〈板〉 とあ るのは く木〉の意であ るこ とが了解 される。 〈石〉には レンガも含 まれ よう狂7。よって,
第1・2・4・5お よび6の 和文 は よしと してよい。第3の 〈板 家〉は誤 りで あ り,第7の く瓦家〉
も誤 りであろう。さらにその左脇の 〈青:色穂テ樹木ナリ〉の く青色〉は今日の 〈緑色〉を指すであろ
う 。
.第3の 矩形の記号 は,H図 では白く塗 られるべ きであると上述 した。 これはP図 で桃色に塗 られ
るものに相当すると考えられる。P図 では主にア ドミラル地区に存在するのである。桃色が何を意味
す るか は,原 図 との関係上,次 節で述べ る。
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図中に は上述の コンパ ス ローズや河 の流 れ を示 す矢印 の ほか,ラ テ ン文字のA～FとH,お よび
1・Kの記号が付されている。これらの記号を説明する表は地図内に見つからず,こ の点について も
原図とのかかわりで,次 第にとり上げる。 さらにH図 申には24箇所ほどに和文が書 き込 まれている
が,その半分ほどがP図 に呼応 し,他の半分ほどは対応がみとめられない注8。
6)原図の問題
しか しながら,以上から13図が写 したとおぼしき原図の特徴が浮かび上って くる。図名はフラン
ス 語 で 〈NQuveauplanorient6delaville,delafbr6tetdesfauxbourgsdeStPeterbourg.〉だ ろ う 。
図内 もフランス語およびラテン文字を用いるが,色分けの凡例はロシア語 による。この図はサ ンク
ト・ペテルブルクの平面図であり,森を緑 海 ・河川等を水色 市街地は石造の建物を赤,木造の建
物を黄に色分けする。地名等 を記号で示す。この図はフランス語 とロシア語が用いられるが,ロ シア
製であ ろ う。 ロシア語 とフラ ンス語 または ドイツ語,さ らにラテ ン語 が同一 図内 に併用 され るこ と
は,,当時 の ロシアでは通常の ことであ った。年紀 はフランス語 タイ トルの下 にあ ったであ ろ う。か
くして原図を写 したH図 は 〈ペテルボル新論圖〉の和訳を与 えられ,さ らに く魯西亜新都ペテル ブ
ルグ之圖〉 と題されて伝えられた。写 しの程度はやや粗かったとみるべきである。そして,P図 とH
図は地形の比較から,精粗はあるものの同図と認められる。恐 らく同一原図のともに写図であろう。
上でH図の秩にある書きつけを引用 したが,これらの内容は正 しいであろう。鉛筆による訂正 く堅田
侯〉も正 しい。いわゆる 「魯西亜本領全圖」にかかわる堅田侯 と間との事柄は周知であり,ほぼ 『環海
異聞』の序列附言に示す通 りであろう。ロシア図の多くを問は実見したであろう。だが,ペテルブルク
図に関する限り,同上序例附言の次の文こそ.上記書きつけには大いに引用 されるべきであった注9。
一 或人魯西亜新都ペ トルブルカの図を蔵するものあ り。是往年大光将来せるものにや。借つ
フ チ ョウ
て,以 て謄写 して奉呈す。図中符 号 あ り。かならす其附説あ りて其詳を得へ きもの也。他 日こ
れを得て附呈せんとす。是亦漂客都府の説話と併せ見は,頗る其概を察するに足 るへき物なるへ
し。
玄沢がか く記すこの図は,種 々考えあわせれば 恐 らく問の所有する図11であったであろう。
原図につ き,亀井高孝は当時のレニングラー ドまで渉猟を試みたが 同 じ図を発見することができ
なかった。筆者 もい くつかのカタログを検 したが,タ イ トルか らは原図 と覚 しき図は見い出す こ とが
できなかった。手許のペテルブルグ図の代表的なものを集めた本に掲げる地図にも合致するものはな
かったが,地 形か ら判断 して1756年か ら1799年の問に原図 は位置す るようであ る曲 。
しか しここに きわめて興味深 い図が存 在す る。最近刊行 の 『サ ンク ト ・ペ テルブルクの300年』 と
題す る百科辞 典の一一に掲載す る次の図であ る湘 。タイ トルはロシア語 ・フラ ンス語 の二言語 併記で
ある。今 この図 をPφ と略称 する。u
HOBOHnJIAHbCTOJ旧qHA-1rOrOPO八A蔓{KPもnOCTK!CAHKTnETEPBypfA.![…]
rpM几:XM.Port17ラ6roμa.〔サ ンク ト・.ペテル ブル クの首府 お よび要 塞の 新地図。[…]1776年に
X.M.ロトの整 版。JNOUVEAUPLANDELA/VILLEETDELAFOR一!TBRESSEDElS↑ ,
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P£TERSBOURG.[,..]parC.M.Roth,1776.[サンク ト・ペ テル ブル クの町 お よび要塞 の新 地図。
[…]1776年,C.M.ロ トに よ る 。]
Pφはなによりも図の全体的印象がPと きわめて似かよっているのである。掲載写真の説明によると
縮尺 は1:21000,1776年X.M.ロトの製版 で,明 記 されていないがサ ンク ト6ペ テルブルクで刊行。
彩 色は水彩 によ り,大きさは523x801(456×611)mmとあ る。 さらに関心 をひ くPφ 図の体裁 は,
中央にペテルブルクの図を大 きくとり,左右の欄を設けて図中に記号で示 した地名等を細か く表示す
るこ とである。(ここで はすべ てロシア語)。その内容は第1に 地区名 ・河川名。第2に 場所名。第3
に通 りの名。第1の 記号 はラテ ン文字大文字で示 され,計17。第2の 記号は数字で示 され,計130弱。
いずれにせ よ,数では圧倒的に少ないが その表示の方式がPに 似 る。中央の図郭内には,その右
上 隅にカル トゥー シュが 配 され,之 こに地図の タイ トルが示 され,ま た図郭右下 隅を長方形 に区切
り,さ らに左 右2欄 に 分 け て,左 に 〈H3凱cHeHie.[説明]〉,右 に くExplication.[同上]〉 と,そ れ
そ れロシア語 とフランス語 に よる説明 を記載す る。(Pではカル トゥーシュは消失 し,下 の説明欄 は
長方形のみの空 白であ ることを想起せ よ)。ただ し,説 明 はすべ て文 字による ものであ って,Hの よ
うな図と文字で示す形式をとっていない。
再 び言 うが,PはPφ によ く似 てい る。図の左右 に欄 をもつ こと。図郭が子持 ち枠であ ること。 カ
ル トゥー シュの位置,.〈説明〉の位置 形状等 々。 そ して用い られる色が,町 の部分 において,朱 ・
桃 色 ・黄である。 また白地 もあ る。(なお,森 と河川 ・海はおな じく緑で彩色 されているが と くに
水 を示す部分が本来の色を呈 しているのか,写真印刷の拙 さによるものなのか一概に判定できない)。
〈説明〉の部分は写真では残念なが ら不鮮明で読めないが,次 の3点 はかろうじて判読できる。即
ち朱は石造の建物を示す。桃色は石造の建物の増築にそなえた用地を示す。黄は木造の建物を示す。
これで,Pでの桃色の示す意味は判明 した。
さ らに,Hで の ラテ ン文字大文 字はPφ に従えば,地 区名 ・河 川名を示す こ とは明 らかであ る。
詳述は避 けるが,Aは 第1ア ドミラル地 区 を,1は大 ネ ヴァ河,Kは 小 ネヴ ァ河 を指す。(ただ し,
3-1でのE・Fは 誤 っ て付 され て い る)。
だが,Pφ とPの 図 を仔細 に見 ると,小 異 も存 在 し,完 全 な一致は しない。(例えば橋 の数 コン
パ ス ローズの位置,道 の位 置 ・数等 々)こ れ らか ら,お そ らくPはPφ よ りもやや後の図で はない
か と推量 される。 そこでPの 原図だが,刊 行 は1780年頃 と推 定す る。Pは,Pφ と同 じく左右 両欄
を もち,カ ル トゥー シュ中の タイ トル は 〈NOUVEAUPLANORIENTS…〉 と変 え られ,右 下の説











位置記入ノ北海道圖〉とある。P1は 第1の軸物中,下 方に表装 されている。Pと同図。大 きさは料
紙 において縦51.4×横723cm前後。 むれ による汚損 がみ られ るが,そ れで も色 はあ ざやか。左 下 に
〈亡父木村芥舟之遺物〉の朱印あ り。この図の大きな特徴は,Pに ないA～1お よびK(Jな し)の
ラテン文字による記号が図中に示 されること,しか もHと それぞれの文字記号がほぼ同一位置にあ
らわれる点である。(Plは11につ なが るQ逆 にPはP1よ りも原図やHか ら遠のいている。)さら
に,左 下 にスケー ルが存す る(Pに はな し)。また 〈六 ツワル スコエ街道〉 な どと説明文が入 って
いたり,Pでは塗 られていない左上隅がきちんと緑色に塗られている。また,なぜか記号を墨で消し
たあとが多数存する。採色はPに 同 じ。左右説明欄の文言 も同 じとみてよい由3。図郭内右下の矩形
の欄は白地のままである。いずれにせ よPとPlは 小異はあるものの同図である。
以上をまとめてみると次のようになる。将軍への上呈本 と目される 『北磋聞略』にのみ付 された
「魯齊亜國都城圖」(P)は,大黒屋光太夫が将来した178(1年頃のサンク ト・ペテルブルク平面図を原
図 として1794年に制作 された。原図は フランス語 ・ロシア語 を併用 し,色 分 けに よって緑 地 と水 圏,
さらに市街部では建造物の種類を示す。地名等は図南に記号を付 し,図の左右両欄に具体的に示す方
式であった。P図 は,原図のこうした基本的性格 をひきつぎつつ,主 に光太夫が語る く都府の説話と
併せ見〉るために必要な場所等を標示 して制作 したものであろう。一方,1806年頃問重富が同一の
原図か らやや粗い写図を制作した。ただし,原図の基本的性格を多く伝える図であった。これが 「魯
西亜新都ペテルブルグ之圖」(H)であ る。HはP解 読の重要 な資料であ る。また,P図 制作 と同 じ頃,
おそ らくはP図 よ り前の段階 においてP1図 も作成 され,幕 府内 にあ った ものが,木 村芥 舟のAIにわ
た り,今 日迄伝 え られた。原図 との関係 の近 さで はIIがもっ とも近 く,Pが やや遠 く,P1は その中
間pよ りに位置す るであろ う。
「魯齊亜國都城圖」は,附図という性格上,『北様闇路』の本文の参照図というべきもので,ロ シア
製ペテルブルク図を利用 して作成されたものであった。 しかしながら,外国都市図としては,『泰西
輿 地圖説』(寛政元年 ・1789)にのせ る 「フラ ンス之都 パ リス之圖 」「子 デ ルラ ン ド之内 ヲイ トレキ





従 って,簡 単 に書誌 を述べ れば次の通 りであ る注15。





る。北アメリカを うすい黄 色で,シ ベ リアおよびその附近の島懊を赤で,満 州および 日本 を黄色で縁
取 りし,他 は海 も含めてすべて白地のまま。一見 してシベ リア ・中国部分の図が詳 しく一 とくに河川
について一,こ れに対 し,北 アメ リカは極 端に何 も書かれていない印象 を受 け為。中央上 には図名
(タイ トル)を 片仮名書 きで示 す。地名 も片仮名書 きであ り,タ イ トルと もどもロシア文字 の音読み
を表記 した ものである(た だ し く川 ・湖〉の漢字は併用)。日本のみ 〈大 日本〉 と漢字で表記す る。
本図は よって ロシア製図の訳 図であ る。片仮名9行 にわたるタイ トルは次の通 りである。
カルタ」ペ レデスタウリャエノシチ ャヤ」 イゾブレテニヤ」 ヲロシイスキミ。モ レプラワテ リャ
ミ」セ ウエル ノイ。チ ャスチ 」 ア。(ママ)メ リキ」 ヲコ ロ レザ シチ ャイ ミ メス タ ミ」 ラ ヅニヤ 。
プテセス ツウィヤ。 ウチ子ムニヤ」 ソチ子 ナ。 ビリ。イムペ ラ。アカデ ミイ。ナ ウク
この タイ トルは,後 述するライデン大学のシーボル トコレクシ ョン所蔵 図や岐阜の飛騨屋旧蔵図 に写





Co脳HeHa叩 騒騒Mnep.AKaAeMi"Hayκh.[北ア メ リカ北 部 お よびそ の周 辺地 域 にお い て,さ ま
ざまな旅行時にロシア人航海者らによってなされた諸発見を示す地図。帝室学士院製作。]
事実Nに は北アメリカ西岸への航路図あるいは海岸への到達の記事が示されてお り,原図は元来は
タイ トルの示す通 り北アメリカ西岸発見図ともいうべきものである。Nが 日本名 〈対峙圖〉と題する
のは曲解 といえるであろ う。
Nにつき問題となるのは,本図が どのように受容されたかとい う点である。この点に言及する前








これ ら5図 の うち② はレ.・たみが激 しいゆえをもって閲覧で きなかった。『樂翁公簿』注且7に載せる写真
によると写 図1枚 でタイ トルはない。 ただ しその説明 に次のようにある。(双行は()内 に変 更 し
重
て引用す る〉。「
包紙 に公の筆 にて,「寛政四年 ヲロシーや人蝦夷地に來,所 持渡,ア メ リカ ・エウロッ八洲之圖







られていて,大 きさは計 らなかったが,問 題 は採色である。写図1放 。Nと は異な り,北 アメ リカを
うすい黄色に,シ ベ リアを赤色に,満 州お よび 日本 を黄色に塗 り,そ れ らすべてを朱で縁 どる。内容
はNに 同 じ。
③は上述した飛騨屋旧蔵図で,傑 騨屋古圖類綴1に含 まれる写図である。大 きさ47x61マcm前後。
写図1枚0中 央上にカル トウーシュを有 し,ロ シア文字に よる4行 の タイ トルを もつ。ただ し不正確
な写 しで,上 掲の第1・3・4・6行 のみの示す。河 を水色 で塗 り,海 は水色 で縁 どる。満州を黄色
で,大 日本を赤で塗る。他は白地のまま。地名 も大雑把だがロシア文字表記を写す。シベ リア地方に
小さな三角形(内 を赤で塗る〉が点々と存 し,これらには片仮名による原住民名(?)を 付す。この
記号についてはさらに要調査。右上隅に 〈武川蔵書〉の朱印あり。
④ は大 きさ54×79cm前後。写図1枚 。藍田伊人旧蔵。 タイ トルを欠 く。最大の特徴は北極 を下 に
し,左右に記号の説明欄を有する。記号は図中に片仮名 ・漢数字で示 される。これらは地名あるいは
原住民名 を示す注19。Cは北 アメリカを緑 色に,シ ベ リアを赤 に,満 州 を黄色 に,日 本 を白ぬ きに色
分けする。(この色分けの大部分は⑤に似る〉。左下に 〈薦田文庫〉,右下に 〈藍田伊人圖書記〉〈子高〉
の朱印を有する油 。
⑤ はシーボル トが持 ち帰 った最上徳 内筆図注21。セル リエ番号186。大 きさは54.5×72cm前後。写
図1舗。本3冊に附された図である。図の表紙中央の題箋に 〈北海〉 と書 きその下にロシア文字で
〈KAPTA>とある。左下に 〈最上氏〉の墨書。図郭外右下に く白虹齋藏〉とあ り朱印を捺す。図中
央上にロシア語タイ トルを時に不定確ながらすべて写す。図中ロシア文字の下に・片仮名で読みを示
す,あ るいはシベ リア ・満州 では片仮名のみで地名を示す。図は北極が上。北アメリカを緑,シ ベ リ
アを赤,満 州 ・日本 を黄色に淡彩する。 この図には張 り出 し(27×19cm前後:)があ りカムチャ ツカ
が描れているが,そ こには片仮名による川の名が多数 しる される。
2)Nの原図
yの原図についてはすでに船越昭生氏によって確定 された。上掲のタイ トルを有するロシア製図
で,1779年刊行 と推定 され るとい う。サ ンク ト・ペテル ブル ク刊漉 。筆者は さらに配色の問題 を考
えたい。原図は銅版に手彩色の図であったと思われる。配色は」二掲⑤の図すなわち最上徳内写図 「北
海」 と同 じ,シベ リアを赤,満 州 ・日本 を黄,北 アメリカを緑 で,そ れぞれ淡 く塗るか あるいはそ
れそれ縁どりしてあったと推定する。
N図は原図のタイ トルが示すように,元来はロシア人による北アメリカ大陸西岸の発見 を示す図
であ った。 ところが,『北磋聞略』 の附図 として採用 され ることによ り,ま ず第1に 図内の形か らア
ジア ●アメリカ両大陸の対峙図と名づけられ.第2に 光太夫の漂流か ら滞在 さらに帰国時の行程を示
、
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するか ら,今 日我 々が見慣 れている図 とは上 ・下道 の図 となる。 この ような こと もあ って,タ イ トル
を消 されたN図 は,④ のように上 ・下を逆にして描かれた可能性 もある。また,シ ベ リアの地理の
みならず,『北嵯闇路』 中の原住民の項や,往 時流布 していた各国民の図を添えた万国図などの影響
下に,原住民への関心をも含んだ図に変ぜ しめたのかも知れない。いずれにせよ,原図からかなり離
れた ものになって しまった と考 えるこ とが きょう。
3「魯齊亜副
ここでい う 「魯齊亜圖」は天理図書館所蔵松平定信旧蔵図をいう(以下Rと 略称)。包紙に く赤人
所持魯齊亜圖〉 とある。〈与国公御筆〉とある。 この図は光太夫関連の絵 ・図群に含 まれるものであ
り,上記の題名からラクスマ ン・光太夫将来図とふつう考えられている図である。 しか しなが ら,図
の内容 を検討 してゆ くと,はたしてこの図がかかる将来図であるかどうかとい う疑問に逢着する。「魯
齊亜圖」に関 し,成立と原図が第1に 問題となる事柄である。この検討に入る前に,その書誌 を略述
す る 。
1)R図の書誌
函架 番号081一イ53-8-ll-4。写 図1舗 。大 きさは料紙 におい て縦二尺八寸横 二尺九寸(≒85cmx
87.9cm)。薄様 の和 紙 に,縁 か ら左 ・右 で5cmほ ど,上 ・下で10cmほど内 側に朱線枠 をひき,そ の
内 に今 日の シベ リア ・ロシア ・満洲 ・中国 ・朝鮮 ・日本 ・イ ン ドを描 く。図 は墨引 きで,各 地域 に淡
彩を施す。この色分けは重要である。すなわちシベ リアとロシアをうすい桃色に,満洲 を黄土色に,
蝦夷 ・唐太を黄色に,日 本をぶどう色に,朝鮮 をあず き色に,中 国を桃色に,天竺を茶色にそれぞれ
塗る。満洲には地名はな く,蝦夷以下はそれ自身の地名のみを記するだけだが シベ リアか らロシア
には大小の朱で町を示 し.かつ里程 を表示する。アムール河北岸,天 笠北方の山並みは山頂を北に向
けて描かれ,黄 色に採色される。ただ し,図はどうやら北を下,南 を上 とする方向で認められた様子
'
である。(ただし,文字の書かれた方向の漠然たる印象である。 日本では四方から読むような方向を
一 定めぬ書 き方が普通であ り,その ような要素 も認め られる,完 全に普通 とは上 ・下道 とは言い きれ
ぬ)。そ うであれば,原 図 との関係世一 ロシア製図 はこの場合,北 を下,南 を上 とする一 を示唆 する。








明治大学図書館蔵田文庫 には長久保赤水述 「魯 齊亜之圖」が最近収蔵 された(R4と 略称)淵 。
この図はRの 類図 とみ られる。Rの 類図は,こ のほかに市立函館 図書館,横 浜市 立大学 図書館,大
阪の愛 日文庫に存する。それぞれ 「魯齊亜國全圖」(R1)「魯齊亜圖」(R2)・「魯齊亜 國全圖」(R3)
注25と題す る。Rを ふ くむ以上の5図 はイ ン ドの西 に地続 きの大 陸を描 くか,海 とするかによって,
さらに2分 され る。上の4図 についてはすでに書誌を明 らかに しているか ら,今特徴点のみにつ き,
Rもふ くめて表 に示せば次の通 りであるC西 天竺 を有する ものはR1とR4,他 はこの場所 も海で,
四周すべ て海の タイプと してR・R2・R4と2種 に分類 で きる。 しか しなが ら,『北嵯闇路』 の附
















R 魯齊亜圖 一 85x879cm 南? 日本型 島 天竺 (海) 一 一
R1 魯齊亜國全圖 一 r9.5x84cm 北 日本型 半島 天竺 西天竺 一 一




775x83.5cn1北 日本型 半島 天竺 西天竺 一 一










一 72x80cm 南 ロシア型 半島 印度 (地続 き) 十 十
M3 魯西亜國地固 一 26.1x34.5cm北 ロシア型 半島 天竺 (地続き) 一 一
*「魯 齊亜國彊界 全圖」・同 「分 圖」 第一の ご とくやや長めの 型を ロシア型,「蝦 夷輿地之全圖 」の ごと
くひ しゃげた型 を日本型 と仮称 。
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黄土色i色 一 桃色 茶色 『 白地 黄 薄茶
一 一v一一一ノi
R1 薄朱 黄 緑 桃色 i白 地
…
一 白地 灰色 白地 青 緑 朱
白地に
R2 白地 黄 雲 朱の縁 黄土色 『 緑 桃色 一 膏 緑と黄 朱
どり 一i 灰色で 灰色で
R3 薄朱 黄' 緑 桃色 i白 地 一 白地 青 緑 朱
… 縁どり 縁どり
R4 薄朱 桃色 朱 桃色 一 白地 白地 一 青 白地' 朱
i一
M1 白地 桃色亭 朱
'桃色
i.白地 白地 黄 白地 白地 青 緑 朱
o 一i
M2 白地 赤 零 黄 白地 i赤 白地 白地 白地 白地 青 緑 朱
巳 …
M3 白地 朱
*松前領部分はそれぞれ 日本 と同色 に塗る。 、、
、
3)他の類図
さてここにR に関連するとみ られる別の一連の類図が:存在する。すなわ ち,横浜市立大学所蔵 「莫
斯幕亜魯嬰亜地理圖」(M1とす る),北海道大学附属図書館北方資料室所蔵 「莫斯寄亜魯齊亜地
理圖」(M2),北海道立文書館所蔵 『北秋事零露所収 「魯西亜園地圖」(M3)であ る。 これ ら3図
は図形か らみて,R・R1～R4よ りも比較的 近代 図的 である。M1～ M3の 一群の図 は どの よ う
な関係性 を有するであろうか。その前に,M2に つ き書誌を略述する必要がある。(Ml・M3は
すでに他で記述 した)。
4)M2図の書誌
M 2は函架番号2085(又は図類662)。手描 き図。彩 色 。畳 み物 一締。 保護表紙つ き。大 きさ縦





図の形と内容 はきわめてよ に似 る。ただ し,彩色はより単純で,蝦夷2馬 齢 と千島2島 を赤.
日本を黄 朝 鮮 ・中国 ・琉球 をまた赤 に塗 る。他 は白地 の まま。海 ・河川 ・湖 は 青 。 山は山頂を南方
●
噛
一 に向けて連って描かれ.緑 。特徴的なのはゴビ砂漠を灰色帯状 (23x3cm>に黒点を付し中央部を黒
く塗 りつぶ して表わす。日本は蝦夷の松前から本国を黄色で塗るが 国境 もひかれている。





M2 も路程 ・航路は朱線で示 され,町は末丸で表わされ各地の注を有する。それ らは詳細に比較した
が, い ちいちM1図 に呼応す る・ しか し,概 してM2の 方がMlよ りも古 い感 じがするのである。
5)3図の特徴点
M 1・M2・M3の 特徴 点 を比較 してみ る と,大 まか にい って① 図形は3図 共通す る ,②M3は 縮
小 図であ り,彩色 もされていない。③Ml・M2が 南 を上 とす るの に対 し,M3は 北 を上 とする。た
だ し, 山脈 はM1・M2・M3す べ て山頂 を南 に向けて描か れる。Ml・M2が きわめて よく似てお
り, 原図を彷彿 とさせるのではないか。
Rのグループと対照 させるために,上掲 の2表 にこれら3図を加えてみると,い っそう特徴点が明





M2に つ き 『北海道関係地 図 ・図類 目i録』(北海道大学附属図書館,1981)は次のよ うに注する。
前掲図 と同種図であるが これは日本の資料 により樺太,北海海のほか日本 ,朝鮮等 を付加す。
千島列島は簡略。蝦夷地は外国の如く日本地 と色分けす。
上の 〈前掲図〉は,同 目録の次の図をいう。項 目全体を引用する。
2084[魯西亜 国図](仮 題)手 書 無彩81×93[註]寛 政4年(1792)ラクス マ ン使節根
室到来の際 接待にあたった場所請負人村 山伝衛配下の者が ロシア人所有の地図を模写 し
たものか。片仮名による地方の表記に誤写な し。ペテルブルクか ら千島列島,アリューシャ
ン列島へ至る道筋を朱点で示す。村山家の印あ り。図類1319
この 「[魯西亜国図ユ」 をMとすれば,Mに つ き上記 目録の編者である秋月俊幸氏は,別稿において次
のように説 く漸 ・Mは いわば往時のロシア帝国地図一 しかも古いタイプの一であるが,普通の地形
図ではなくシベ リア地方を中心 とする実用地図である。Mは シベ リア地方を中心とする実用地図であ
り, そこではシベ リアの交通とともに,当時の主産業であった毛皮獣猟の航路に重点がおかれ,地名
の順序や距離数が正確に表示 されている。そ して上記 目録の注同様,Mは うクスマ ン一行が根室で越
冬 中, 場所請 負人村山伝兵衛 もしくは配 下の者がロシア人所有の地図を借用の上写 しとり,地名や注
についてはQ本 語通詞 トゥゴルコフの助けを得て記入 した ものであろうと推定 される。 さらにRにつ
いてもふれ・形状からみてFはMと 同種類の地図であるとし,前者Rが 後の日本人の手で修正 と追加
がな された図で ある としてい る。
筆者は迂闊にも上記騰 の注艦 まず}・,秋朕 の別繍 文により次のような仮説を述べ轡 。
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すなわち結論の主要部分のみ述べれば,ラ クスマ ン来航時,ロ シア製実用地図から一つの訳図にして
模式図が作成 され,これに東アジア部分を描き加える半世界図が2種 作 られた。今回,筆者はこの仮
説を次のように修正したい。上記の各図を関連づけながら記す。
ラクスマン来航時 種 々の地図の うちにM1・M2・M3の 図の形状 で描かれたロシア製シベ リ
ア ・東アジア図一銅版図か一 と,手書 きの ロシア製 シベ リア実用地図が存在 した。これら2図 は南
を上,北 を下 とした図であ ったであろ う。前者 をP,後 者 をMφ とすれば,PとMφ はうクスマ ン ・
光太夫将来 図であ り,PはMl・M2・M3の 原図であ り,Mφ はMの 原図であ る。 ただ しMl・M
2・M3はPの 形状 と彩色を踏襲 したまま,シベ リア部分にMφの訳図をはめ込んだ図と考えられ
る。R・Rl・ .R2・R3はPお よびM蓋 ・M2・M3を も とと して,東 ア ジ ア部 分 を当 時の 日本 側
の知識でい わば さ し換 え,模 式化 した図ではないか。 さらにR3はR・Rl・R2・R3の グルー プ
をさらなる元として,赤水が天明の蝦夷地探検の情報を書 き加えた図である。ラクスマン根室来航時
あるいはこの時からさほど時を経ず して,2種 の図すなわちM2お よびRの ごとき図が作成された。
`
原図のPお よびMの2図 に従い,M1・M2お よびRは 南 を上,北 を下 とする図 と して とどまった。
響
『魯齊亜圖』を含むこれら一群の図は,シベ リア ・ロシアの路程が大黒屋光太夫のロシア遍歴の行
程 と…部分 一致はするが,これを主として表わす とするゐは,誤 りで ある。 これ らはあ く迄日本の北
辺を描 くいわゆる北方図であ り,さらなる日本化された模式図であった。ついで地理学者赤水は,従
来未知であった北方の具体的地名と距離,さ らに乏 しいとはいえ具体的地誌を奇貨 とし,天明の蝦夷
地探検による新1青報を加筆 レ 図ーを作成 した。これを厚目図にくり込んで,自己の世界図作成に役立
てることになる。
まとめと して




「魯西亜満州山靱唐太之圖」注29や文化6年 刊 ・古屋野意春製 「萬國一覧圖」中に とり込まれることに
なる。後者は 〈賢人に與へす商客に弘めす唯社中塾童に授け示すのみ〉 とし.教育に利用 された。
.「 亜細亜亜墨利加対峙圖」は元来 ロシア航海家による北米西岸の発見 を示す ロシア製図であ
った
'
が,r北楼閣略』附図として利用 されることにより,日本北辺図および北極を中心 とするアジア ・ア
メリカ両大陸の対峙図として受けとめ られらた。
.「 魯齊亜 國都城圖」は元 来サ ンク ト ・ペ テルブル クの平面図であ り,種 々の場所 ・施設 ・通 り等 を
図中に記号を付 し,説明欄を設けて示す方式の図であった。この図も 『北磋闇路』附図として採用 さ






きるが,一 方では元来の性格 を変容 させつつ我が国の文化における西欧理解の一端をになったとい う
ことが できる。
〔謝辞]本稿 を草するにあた り以下の諸機関所蔵の貴重書を閲覧 しました。(順不同)。
国立公文書館内閣文庫 静岡県立中央図書館葵文庫 大阪歴史博物館 天理図書館 岐阜県歴史資
料館 横浜市立大学図書館鮎沢文庫 布立函館図書館 北海道大学附属図書館北方資料室 北海道
立文書館 大阪市立開平小学校愛日文庫
又 英文 につ きPro五M.Petersonにみ ていただ き ました。併せ て記 して謝意 を表 します。
注
1.本稿のタイ トル中 〈大黒屋光太美将来〉の謂いは,『北磋聞略』凡例にいう 〈…漢人等が齎し來たる…〉云11
を,光 太夫を代表として表現 したものである。各地図がだれの所有であったか,ロ シア側の贈答品であっ
たかの細部は分からず,よ って以下 く光太夫 ・ラクスマン将来〉 と並記することもある。
2.亀井高孝 『光太夫の悲恋』(吉川弘文館,昭42),p、210～.
3.以下の記述は一度発表 した以下の小文に従 う:岩井憲幸 〈「魯齊亜國都城圓」について〉,明治大学図書
館紀要 「図書の譜」9,2005年3月 。
4.弟=第(や しき)の 意。
5.L]内 はPlに くカメン〉 とある。
6.語 源俗 解的綴 り 〈FAUXBOURG>の現 代 語綴 りは くfaubourg>。なお語 末 は 〈一burg>であ ったか も知
れ ない。
7.参考文献B1に よれば1787年のi家屋調査 では3431戸の うち129]がレンガ造 り,残 りは木造 とい う。






12・第1の 軸は以下の2図 。〈享和 ノ…〉図は 『環海異聞』中の世界図である。第2の 軸は,その箱書きに く露
字ニテ地名記入 ノ北半球圖 同日本圃 異國船位置記入ノ北海道圖〉とあるように3図 を貼 る。第1・2
は光太夫 ・ラクスマ ン将来図である。第2は 『北様聞賭』附図の一f皇 朝輿地全図」であり,珍 しい。 し
かも古いロシア語説明文に大意の和訳が添えられていて,貴重 である。第3図 は近代的北海道図だが 同
定は未了。
13・段落が多少異なったり,用字が異なった りするが同 じとみてよい。時にPの欠字 ・脱字を補う。




17・澁澤栄一著,昭 和12年,岩 波書 店。第十…章 中。
36
18通 詞 とは日本側通詞か,ロ シア側通詞か はた また光太夫 も含むのかは問題だが,お そらくこれらすべ
てをさすのであろう。




23.次注24に掲 げ る2小 文 中各 々p.225～の表3,p .125～の表 を見 よ。
24.参照:岩 井憲幸 く新収の長久保赤水述 「魯齊亜之圖」について一比較研究によせて一」,藍田文庫編纂委
員会中間報告(3),「明治大学人文科学研究所紀要」51,2002年;岩井憲幸 く長久保赤水述 「魯齊亜之圖」成
立に関する一考察への補筆〉,同上中間報告(補 遺),同上53,2003年。
25.包紙には 〈魯西亜國全圖〉 と く西〉'字を用いるが,今 内題 による。なお,こ の図については次を見よ:
岩井憲幸 く愛 日文庫所蔵 「魯齊亜國金圖」略述一 長久保赤水述 『魯齊亜之圖』 との関わりにおいて一〉,「図
書の譜」7,2003年3月 。
26.ただし松前の部分は黄色 に塗る。
27.秋月俊 幸 〈蝦夷地 に伝 わ った ロ シア地 図〉,「え うみ2」,1975年秋。
28.注24に掲げ る小 文。
29.題箋貼込みに く此圖高橋重責朝臣所蔵文政年間模焉馬葬原道磨〉 とある。「葬」は盧9
参 考 文 献*注 で述べたものは再掲しない。
A_和 文
1.亀井高孝r北 磋闇路」,三秀舎 昭i4年再版。
2.杉 本つ とむ 『北磋闇 路一・影印 ・解題 ・索引一 』,早 稲田大学 出版部,1993年。
3.杉本つ とむ他 『環海異聞一本文 と研究一』,八坂書房,1986年。
4.亀井高孝 『大黒屋光太夫」,吉川弘文館,昭45年。




8.同上 『鎖國時代日本人の海外知識一世界地理 ・西洋史に關する文献解題i乾 元社,昭28年。
9.『鮎澤信太郎文庫 目録』,横浜市立大学図書館.1990年。
}o『日本北辺関係旧記目録(北 海道 ・樺太 ・千島3ロ シア)」,北海道大学附属図書館.1990年。
ll.『藍田文庫 圏録 古地図編』,明治大学人文科学研究所,2004年。






4・ ΦeAepanLHa況apx隠BHa∬c∬y》K6aPocc田1-Pocc翻 瀕cKH両rocy皿apcτBeHHu蕗apx匪BBoeHHo-MopcKoroφ πoTa,
AKcoHo-MeTpH胃ecKH蕗"πaHCaHKr-ncτep6ypra藍765一重773m,C「15.,2003。
(いわい ・の りゆき 文学部教授)
